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は
じ
め
に

一
七
世
紀
の
中
国
で
は
、
明
清
交
替
期
の
一
連
の
戦
乱
の
中
で
大
量
の
火
器
が
使
用
さ
れ
た
。
し
か
し
一
八
世
紀
に
入
る
と
、
清
朝
支
配

の
安
定
と
と
も
に
火
器
の
製
造
と
使
用
は
縮
小
傾
向
に
あ
っ
た （
１
）。
内
陸
部
で
の
対
ジ
ュ
ン
ガ
ル
戦
争
や
白
蓮
教
反
乱
の
鎮
圧
な
ど
で
は
多

数
の
火
器
が
使
用
さ
れ
た
が （
２
）、
東
南
沿
海
部
で
火
器
の
使
用
が
再
拡
大
し
た
の
は
、
大
規
模
な
海
賊
の
活
動
が
活
発
化
し
た
一
八
世
紀
末

以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
方
、
民
間
で
は
狩
猟
や
自
衛
の
た
め
の
火
器
使
用
が
し
だ
い
に
普
及
し
て
お
り
、
海
上
を
航
行
す
る
商
船
も
自
衛
の
た
め
に
火
器
を
搭

載
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
清
朝
政
府
は
民
間
に
お
け
る
火
器
の
保
有
や
使
用
を
制
限
す
る
た
め
に
各
種
の
規
制
を
設
け
た
が
、
実

際
に
は
民
間
に
お
い
て
政
府
の
制
限
を
超
え
た
火
器
を
保
有
・
使
用
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
清
代
の
民
間
社
会
に
お
け
る
火
器
使

用
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
劉
旭
や
王
兆
春
が
清
朝
政
府
に
よ
る
火
薬
・
鳥
銃
の
所
持
・
使
用
禁
令
を
検
討
し
、
邱
捷
は
団
練
や
盗
賊
な
ど
の

火
器
使
用
状
況
を
考
察
し
て
い
る （
３
）。
ま
た
谷
口
規
矩
雄
は
、
清
朝
中
期
に
は
清
朝
政
府
の
禁
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
硫
黄
の
私
販
や
鳥
銃

な
ど
の
私
造
・
私
販
が
盛
行
し
、
海
賊
や
秘
密
結
社
に
も
火
器
を
提
供
し
て
い
た
と
論
じ
て
い
る （
４
）。
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一
方
、
海
上
に
お
け
る
船
舶
の
火
器
使
用
に
つ
い
て
は
、
李
其
霖
が
清
朝
水
師
の
火
器
装
備
と
そ
の
運
用
を
分
析
し
、
譚
玉
華
も
広
東
戦

船
に
お
け
る
西
洋
火
器
な
ど
の
装
備
と
実
戦
で
の
使
用
状
況
を
論
じ
て
い
る （
５
）。
さ
ら
に
商
船
に
よ
る
火
器
の
装
備
・
使
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
劉
序
楓
が
清
朝
の
船
舶
管
理
政
策
の
変
遷
を
時
系
列
的
に
論
じ
る
な
か
で
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
商
船
に
よ
る
火
器
使
用
事
例
を
紹

介
し
て
い
る （
６
）。
ま
た
劉
鳳
雲
は
康
熙
二
三
（
一
六
八
四
）
年
の
展
海
令
か
ら
、
康
熙
五
九
（
一
七
二
〇
）
年
の
南
洋
海
禁
令
に
い
た
る
期

間
の
、
清
朝
に
よ
る
商
船
の
火
器
装
備
に
対
す
る
規
制
を
検
討
し
た （
７
）。
さ
ら
に
王
華
鋒
と
王
宏
斌
は
、
清
朝
の
海
防
政
策
・
海
賊
対
策
と

関
連
し
て
、
商
船
に
よ
る
火
器
装
備
の
規
制
を
め
ぐ
る
論
争
を
分
析
し
て
い
る （
８
）。

こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
清
朝
の
海
賊
対
策
や
船
舶
管
理
政
策
に
関
連
し
て
、
商
船
の
火
器
装
備
に
対
す
る
規
制
の
変
遷
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
た
だ
し
漢
文
史
料
に
は
、
商
船
の
火
器
装
備
を
具
体
的
に
伝
え
る
記
事
は
稀
で
あ
り
、
従
来
の
研
究
で
も
こ
の
問
題
を
論
じ
た
成
果
は

乏
し
く
、
管
見
の
限
り
、
劉
序
楓
が
『
歴
代
宝
案
』
と
若
干
の
清
朝
檔
案
に
よ
り
、
一
九
世
紀
初
期
に
沿
岸
・
南
海
貿
易
に
従
事
し
た
商
船

の
武
器
装
備
を
検
討
し
た
に
止
ま
る （
９
）。

こ
れ
に
対
し
、
江
戸
時
代
に
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
に
漂
着
し
、
中
国
商
船
で
送
還
さ
れ
た
日
本
人
の
漂
流
記
に
は
、
そ
の
中
国
商
船
の
火

器
装
備
・
使
用
の
実
態
を
伝
え
る
い
く
つ
か
の
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
従
来
研
究
で
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
本
稿
で
は
、

ま
ず
清
朝
に
よ
る
商
船
の
火
器
装
備
規
制
の
変
遷
を
概
観
し
、
つ
い
で
日
本
人
の
海
外
漂
流
記
録
や
中
国
商
船
の
漂
着
記
録
に
よ
り
、
清
代

中
期
に
お
け
る
中
国
商
船
の
火
器
装
備
・
使
用
の
実
態
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

一
　
清
朝
に
よ
る
商
船
の
火
器
装
備
規
制
の
変
遷

本
節
で
は
お
も
に
劉
序
楓
と
劉
鳳
雲
に
よ
る
研
究
を
参
照
し
て （
10
）、
清
代
前
中
期
に
お
け
る
清
朝
に
よ
る
商
船
の
火
器
装
備
規
制
の
変
遷

を
概
観
し
て
お
こ
う
。

康
熙
二
三
（
一
六
八
四
）
年
、
展
海
令
が
発
布
さ
れ
、
東
南
沿
海
諸
省
の
住
民
が
漁
業
ま
た
は
貿
易
の
た
め
に
出
海
す
る
こ
と
が
認
め
ら

東
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れ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
商
船
の
軍
器
・
火
薬
搭
載
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
翌
康
熙
二
四
（
一
六
八
五
）
年
に
は
、
商
船
が
自
衛
の

た
め
武
器
を
搭
載
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
武
器
の
数
量
に
つ
い
て
は
明
確
な
規
定
は
な
く
、
総
督
・
巡
撫
が
船
の
大
き
さ
と
乗
組
員
の

人
数
に
応
じ
て
数
量
を
定
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
商
船
が
出
帆
す
る
際
に
は
、
海
関
の
官
員
と
沿
海
の
弁
兵
が
搭
載
し
た
軍
器
の
数
目

を
検
査
し
、
帰
還
す
る
際
に
も
再
度
検
査
す
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
て
い
る （
11
）。

展
海
令
の
発
令
後
、
東
南
沿
海
で
は
沿
海
・
海
外
貿
易
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
海
賊
活
動
も
し
ば
し
ば
発
生
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
康

熙
三
三
（
一
六
九
四
）
年
に
は
、
浙
江
巡
撫
張
鵬
翮
の
提
言
に
よ
り
、
商
人
が
外
国
に
お
い
て
商
船
を
建
造
し
、
兵
器
を
携
帯
し
て
帰
国
す

る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
、
違
反
者
は
船
舶
と
軍
器
を
没
収
し
た
う
え
処
罰
す
る
と
定
め
ら
れ
た （
12
）。
つ
い
で
康
熙
四
二
（
一
七
〇
三
）
年
に
は
、

商
船
が
装
備
し
う
る
火
器
の
上
限
を
、
火
砲
二
門
・
鳥
銃
八
桿
・
火
薬
三
〇
斤
と
規
定
し
て
い
る （
13
）。

康
熙
五
六
（
一
七
一
七
）
年
に
南
洋
海
禁
令
が
施
行
さ
れ
る
と
、
同
年
に
広
東
提
督
王
文
雄
が
民
間
海
船
の
火
器
搭
載
を
す
べ
て
禁
止
す

る
べ
き
だ
と
上
奏
し
、
康
熙
五
八
（
一
七
一
九
）
年
に
裁
可
さ
れ
た （
14
）。
翌
年
に
は
禁
令
発
布
前
に
商
人
が
保
有
し
て
い
た
軍
器
を
没
収
し
、

火
器
搭
載
を
見
逃
し
た
地
方
官
も
処
罰
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た （
15
）。
し
か
し
雍
正
六
（
一
七
二
八
）
年
に
は
、
南
洋
海
禁
令
の
解
除
に
と

も
な
い
、
東
洋
（
日
本
）・
南
洋
（
東
南
ア
ジ
ア
）
に
渡
航
す
る
商
船
は
、
鳥
銃
八
桿
、
火
薬
二
〇
斤
を
上
限
と
し
て
火
器
搭
載
が
認
め
ら
れ

た
。
雍
正
八
（
一
七
三
〇
）
年
に
は
さ
ら
に
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
鳥
銃
の
ほ
か
、
大
砲
二
門
の
搭
載
が
許
可
さ
れ
た
。
た
だ
し
大
砲
鋳
造
の

際
に
は
、
地
方
官
に
認
可
を
受
け
て
印
票
を
受
領
し
、
そ
れ
を
官
局
に
持
参
し
て
火
砲
鋳
造
を
依
頼
し
、
製
造
年
日
と
保
有
者
の
姓
名
・
出

身
地
を
砲
身
に
銘
記
す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
康
熙
二
四
年
の
規
定
に
従
っ
て
、
出
港
前
に
軍
器
の
品
目
を
船
照
に
明
記
し
、
海

関
と
沿
海
弁
兵
の
検
査
を
受
け
、
帰
港
時
に
は
軍
器
を
地
方
官
に
引
き
渡
し
、
次
回
の
出
航
時
に
再
度
受
領
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
武
器
携
帯
が
許
可
さ
れ
た
の
は
外
洋
商
船
の
み
で
あ
り
、
沿
海
貿
易
商
船
と
漁
船
は
依
然
と
し
て
武
器
携
帯
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た （
16
）。

そ
の
後
、
乾
隆
五
六
（
一
七
九
一
）
年
に
は
海
賊
活
動
の
活
発
化
に
と
も
な
い
、
沿
岸
航
海
に
従
事
す
る
商
船
に
も
武
器
装
備
が
許
可
さ

れ
た
が
、
搭
載
し
う
る
火
砲
の
数
量
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
嘉
慶
七
（
一
八
〇
三
）
年
に
は
、
他
省
ま
た
は
海
外
へ
向
か
う
商
船
は
、
船

体
の
大
き
さ
に
応
じ
て
、
各
省
が
定
め
る
数
の
火
砲
を
搭
載
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
さ
ら
に
嘉
慶
一
五
（
一
八
一
〇
）
年
に
は
、
重
量
二
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五
〇
斤
の
火
砲
四
門
と
、
火
砲
一
門
に
つ
き
火
薬
三
〇
斤
と
い
う
各
省
一
律
の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
た （
17
）。

こ
の
よ
う
に
康
熙
二
四
年
に
は
前
年
の
展
海
令
を
う
け
て
外
洋
商
船
の
武
器
装
備
が
許
さ
れ
た
が
、
康
熙
五
八
年
の
南
洋
海
禁
に
よ
っ
て

再
び
禁
止
さ
れ
た
。
し
か
し
雍
正
六
年
に
は
南
洋
海
禁
の
解
除
に
と
も
な
い
、
ふ
た
た
び
東
洋
・
南
洋
に
向
か
う
商
船
の
武
器
搭
載
が
許
可

さ
れ
、
乾
隆
末
年
に
は
海
賊
活
動
の
拡
大
と
と
も
に
、
沿
岸
航
海
に
従
事
す
る
商
船
に
も
武
器
搭
載
が
許
さ
れ
、
そ
の
数
量
制
限
も
緩
和
さ

れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

二
　
漂
流
記
に
見
る
唐
船
の
火
器
装
備
（
一
） 

―
一
七
一
三
・
一
四
年
の
広
東
船
―

前
述
の
よ
う
に
、
漢
文
史
料
に
は
商
船
の
火
器
装
備
の
実
態
を
示
す
記
録
は
乏
し
い
が
、
劉
序
楓
は
『
歴
代
宝
案
』
の
記
事
に
よ
り
、
嘉

慶
年
間
に
沿
岸
交
易
や
、
広
東
か
ら
南
洋
へ
の
交
易
に
従
事
す
る
商
船
の
武
器
装
備
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
嘉
慶
年
間

の
沿
岸
交
易
商
船
は
、
雍
正
八
年
（
一
七
三
〇
）
の
規
定
に
従
い
、
火
砲
二
門
・
中
火
砲
一
門
・
火
縄
銃
六
挺
を
搭
載
し
て
い
た
。
一
方
、

広
東
か
ら
南
洋
へ
向
か
う
商
船
は
雍
正
八
年
規
定
よ
り
多
く
の
火
器
を
搭
載
し
て
い
た
と
い
う （
18
）。

さ
ら
に
『
華
夷
変
態
』
所
収
の
唐
船
風
説
書
、
日
本
人
の
異
国
漂
流
記
、
中
国
商
船
の
漂
着
記
事
な
ど
の
日
本
史
料
に
も
、
日
本
に
来
航

し
た
華
人
商
船
の
火
器
装
備
・
使
用
に
関
す
る
記
事
が
散
見
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
従
来
の
研
究
で
は
参
照
さ
れ
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
日
本

史
料
に
よ
っ
て
、
来
日
唐
船
の
火
器
装
備
・
使
用
の
実
態
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
康
熙
五
二
（
正
徳
三
・
一
七
一
三
）
年
、
陸
奥
国
相
馬
の
漂
流
民
を
送
還
し
た
広
東
船
の
事
例
を
検
討
し
よ
う
。
陸
奥
国
相
馬
の
船

頭
吉
十
郎
ら
は
、
正
徳
二
（
一
七
一
二
）
年
一
一
月
三
日
、
銚
子
を
出
航
後
、
暴
風
に
よ
り
漂
流
し
、
翌
康
熙
五
二
年
正
月
、
広
東
雷
州
に

漂
着
し
、
三
月
に
広
州
に
移
送
さ
れ
、
六
月
に
は
唐
船
に
同
乗
し
て
長
崎
に
帰
っ
た
。
彼
ら
の
口
述
に
基
づ
く
「
広
東
漂
流
記
」
で
は
、
船

頭
吉
十
郎
ら
は
そ
の
唐
船
の
武
器
装
備
に
つ
い
て
「
唐
船
に
ハ
長
八
尺
程
の
鑓や
り

鉄
砲
弐
拾
挺
程
、
石
火
矢
弐
挺
入
参
候
」
と
記
し
て
お
り （
19
）、

「
鑓
鉄
砲
」
二
〇
挺
と
「
石
火
矢
」
二
門
を
搭
載
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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江
戸
時
代
で
は
一
般
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
導
入
さ
れ
た
前
装
砲
を
「
石
火
矢
」
と
称
し
た （
20
）。
一
方
、「
鑓
鉄
砲
」
は
長
さ
八
尺
（
二
・
四

メ
ー
ト
ル
）
と
あ
り
、
通
常
の
鉄
砲
と
は
考
え
が
た
い
。
一
九
世
紀
の
清
軍
は
「
抬
槍
」
と
い
う
長
さ
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
鉄
砲
を
装
備
し

て
い
た
が （
21
）、
一
八
世
紀
前
期
の
商
船
が
そ
れ
を
搭
載
し
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。
こ
の
「
鑓
鉄
砲
」
は
、
お
そ
ら
く
槍
の
尖
端
に
噴
火
筒

を
付
け
た
「
梨
花
槍
」
を
指
す
の
で
は
な
い
か
。
明
代
に
も
梨
花
槍
は
倭
寇
対
策
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
噴
火
筒
か
ら
発
す
る
火
炎
は
数
丈
に

達
し
、
噴
射
後
は
槍
と
し
て
使
用
し
た （
22
）。
清
代
に
も
梨
花
槍
は
緑
営
の
正
式
装
備
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
長
さ
は
七
尺
三
寸
で
あ
り （
23
）、「
広

東
漂
流
記
」
に
記
す
長
さ
八
尺
の
「
鑓
鉄
砲
」
は
、
こ
の
「
梨
花
槍
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
こ
の
広
東
船
が
「
石
火
矢
」
二
門

を
搭
載
し
て
い
る
の
は
、
康
熙
四
二
（
一
七
〇
三
）
年
に
商
船
の
火
器
装
備
を
、
火
砲
二
門
・
鳥
銃
八
桿
以
内
に
制
限
し
た
規
定
に
沿
っ
て

い
る
。
一
八
世
紀
初
頭
の
東
南
沿
海
で
は
、
な
お
千
人
程
度
の
規
模
の
海
賊
集
団
が
活
動
を
続
け
て
お
り （
24
）、
日
本
に
渡
航
す
る
商
船
も
お

も
に
こ
う
し
た
海
賊
の
襲
撃
に
備
え
て
「
鑓
鉄
砲
」（
梨
花
槍
）
や
「
石
火
矢
」（
前
装
砲
）
を
装
備
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

つ
い
で
康
熙
五
二
年
閏
五
月
、
久
留
米
藩
士
岡
野
三
左
衛
門
ら
を
送
還
し
た
広
東
船
の
事
例
を
検
討
し
た
い
。
正
徳
元
（
康
熙
五
〇
・
一

七
一
一
）
年
一
一
月
、
岡
野
ら
は
久
留
米
藩
の
蔵
米
を
長
崎
蔵
屋
敷
に
運
ぶ
た
め
出
帆
し
た
が
、
暴
風
に
よ
り
翌
年
ル
ソ
ン
へ
漂
着
し
、
唐

船
に
同
乗
し
て
中
国
に
向
か
っ
た
が
、
ふ
た
た
び
漂
流
し
て
、
翌
康
熙
五
二
年
四
月
に
広
東
に
漂
着
し
た
。
同
年
五
月
に
粤
海
関
の
手
配
に

よ
り
、
広
東
か
ら
唐
船
に
同
乗
し
て
長
崎
に
帰
っ
た （
25
）。
そ
の
漂
流
記
「
広
東
へ
漂
流
覚
書
」
で
は
、
漂
流
民
が
同
乗
し
た
唐
船
が
広
東
を

出
航
し
た
直
後
、
珠
江
口
で
海
賊
に
襲
撃
さ
れ
た
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

数
日
川
口
へ
滞
留
仕
候
内
、
白
昼
に
賊
船
一
艘
、
人
数
五
六
十
人
、
此
方
の
船
へ
仕
懸
申
候
。
舟
中
甚
騒
動
仕
、
船
の
上
廻
り
に
水
牛

の
皮
を
張
り
、
所
々
に
石
火
矢
・
鉄
砲
を
構
、
長
刀
・
鑓
の
類
、
皆
々
提
、
覚
悟
致
し
相
待
候
。
賊
船
も
帆
を
揚
、
櫓
を
立
、
艪ロ

の
方

よ
り
押
登
、
鉄
砲
を
放
し
、
手
毎
に
鑓
・
長
刀
を
持
、
間
近
く
参
、
互
に
鉄
砲
を
放
し
、
其
間
五
六
間
に
も
成
申
候
節
、
此
方
ゟ
石
火

矢
を
三
度
放
し
、
土ホ
ウ

鍋ロ
ク

火
矢
を
船
中
へ
投
入
申
候
得
者
、
賊
船
煙
に
隠
れ
打
沈
申
候
躰
に
相
見
へ
申
候
。
そ
れ
よ
り
迯
去
、
行
衛
相
知

不
申
候
。
翌
日
猟
船
に
相
尋
申
候
処
、
十
壱
人
相
果
候
由
承
候 （
26
）。

広
東
船
が
珠
江
口
で
停
泊
中
、
五
、
六
十
人
が
乗
る
海
賊
船
が
襲
っ
て
き
た
。
唐
船
で
は
水
牛
の
皮
を
船
上
に
張
り
、
火
砲
と
鉄
砲
を
構
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え
て
襲
撃
に
備
え
た
。
互
い
に
鉄
砲
を
撃
ち
合
っ
た
の
ち
、
海
賊
船
が
接
近
す
る
と
、
唐
船
は
三
回
「
石
火
矢
」
を
発
射
し
、「
土
鍋
火
矢
」

を
海
賊
船
の
中
に
投
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
海
賊
船
は
炎
上
し
て
沈
没
し
、
海
賊
一
一
人
ほ
ど
が
死
亡
し
た
と
い
う
。

「
石
火
矢
」
は
前
述
の
よ
う
に
前
装
砲
で
あ
る
。
ま
た
「
土
鍋
火
矢
」
は
、「
土
鍋
」
を
「
ホ
ウ
ロ
ク
」
と
読
み
、
そ
れ
を
「
投
入
」
し
た

と
記
し
て
お
り
、
火
罐
の
よ
う
な
甕
状
の
投
擲
式
火
器
で
は
な
い
か
。『
華
夷
変
態
』
に
も
、
唐
船
が
火
罐
を
使
用
し
た
記
録
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
貞
享
二
（
康
熙
二
五
・
一
六
八
五
）
年
の
十
番
厦
門
船
の
風
説
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

私
共
船
之
儀
者
、
即
沙サ

埕チ
ン

海
上
に
而
、
何
国
船
と
は
存
不
申
、
賊
船
八
艘
に
逢
申
候
、
私
共
船
を
打
取
可
申
と
乗
寄
せ
申
候
に
付
、
難

遁
石
火
矢
、
火
が
め
に
而
打
合
申
候
、
賊
船
は
皆
々
小
船
に
而
御
座
候
に
付
、
仕
合
能
私
船
遁
申
候
、
賊
船
之
内
壱
艘
、
私
共
船
ゟ
擲

入
申
候
火
が
め
に
而
焼
沈
め
申
候 （
27
）。

厦
門
船
は
福
建
省
福
寧
府
福
鼎
県
に
属
し
て
い
た
沙
埕
港 （
28
） 

の
近
海
で
海
賊
に
遭
遇
し
た
が
、「
石
火
矢
」
と
「
火
が
め
」
で
反
撃
し
、
海

賊
船
一
艘
に
「
火
が
め
」
を
「
擲
入
」
し
て
焼
き
沈
め
た
と
い
う
。
こ
の
「
火
が
め
」
も
、
上
記
の
広
東
船
が
用
い
た
「
土
鍋
火
矢
」
と
同

じ
く
火
罐
の
よ
う
な
投
擲
式
火
器
で
あ
ろ
う
。
火
罐
は
清
朝
水
師
の
戦
船
に
も
装
備
さ
れ
て
お
り
、
海
戦
で
の
火
攻
に
頻
用
さ
れ
て
い
た （
29
）。

た
と
え
ば
一
六
八
三
年
の
澎
湖
諸
島
に
お
け
る
台
湾
鄭
氏
と
の
海
戦
で
は
、
清
軍
が
火
砲
で
撃
沈
し
た
敵
船
は
八
隻
で
あ
っ
た
が
、
火
罐
で

炎
上
し
た
敵
船
は
「
大
砲
船
一
八
隻
、
鳥
船
三
六
隻
、
趕
繒
船
七
六
隻
」
に
上
っ
た
と
い
う （
30
）。

な
お
当
時
の
広
東
近
海
で
は
、
大
規
模
な
海
賊
活
動
は
稀
で
あ
っ
た
が
、
康
煕
五
二
年
の
広
東
で
は
飢
饉
の
た
め
、
飢
民
の
一
部
が
海
賊

に
転
じ
て
い
た （
31
）。
久
留
米
漂
流
民
が
遭
遇
し
た
海
賊
も
、
こ
の
よ
う
な
比
較
的
小
規
模
な
海
賊
集
団
だ
っ
た
と
思
わ
れ
、
火
砲
や
火
罐
で

容
易
に
撃
退
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
同
時
期
の
浙
江
沿
海
で
は
、
よ
り
大
規
模
な
海
賊
が
出
現
し
、
清
朝
水
師
の
兵
船
ま
で
襲
撃
す
る

こ
と
が
あ
っ
た （
32
）。
康
熙
四
九
（
宝
永
七
・
一
七
一
〇
）
年
に
は
、
長
崎
か
ら
帰
航
し
た
四
四
番
南
京
船
と
四
六
番
寧
波
船
が
、
上
海
近
海

で
海
賊
に
襲
撃
さ
れ
、
積
荷
を
す
べ
て
略
奪
さ
れ
て
お
り （
33
）、
康
熙
五
〇
年
に
も
、
長
崎
か
ら
帰
航
し
た
一
五
番
南
京
船
が
寧
波
近
海
で
海

賊
に
襲
撃
さ
れ
、
積
荷
を
略
奪
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
大
規
模
な
海
賊
に
は
、
商
船
装
備
の
火
砲
で
は
必
ず
し
も
十
分
に
は
対
抗
で
き
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る （
34
）。

東
洋
史
論
集
四
九
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三
　
漂
流
記
に
見
る
唐
船
の
火
器
装
備
（
二
） 

―
一
七
九
八
年
の
銅
局
船
―

前
述
の
よ
う
に
、
十
八
世
紀
末
（
乾
隆
末
年
）
以
降
、
中
国
東
南
沿
海
で
は
「
艇
盗
の
乱
」
な
ど
の
大
規
模
な
海
賊
活
動
が
発
生
し
、
そ

れ
に
応
じ
て
商
船
に
対
す
る
武
器
規
制
も
緩
和
さ
れ
て
い
っ
た
。
本
節
で
は
こ
の
時
期
に
お
け
る
来
日
唐
船
の
火
器
装
備
に
つ
い
て
、
嘉
慶

三
（
寛
政
一
〇
・
一
七
九
八
）
年
に
青
森
の
漂
流
民
を
送
還
し
た
唐
船
（
午
四
番
船
・
八
番
船
）
の
事
例
を
検
討
す
る
。
寛
政
七
（
乾
隆
六

〇
・
一
七
九
五
）
年
一
〇
月
、
津
軽
青
森
の
小
型
廻
船
徳
永
丸
は
、
蝦
夷
地
か
ら
帰
帆
す
る
際
に
箱
館
沖
で
暴
風
に
あ
っ
て
太
平
洋
上
を
漂

流
し
、
翌
年
一
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
北
部
の
バ
タ
ン
に
漂
着
し
た
。
船
頭
儀
兵
衛
な
ど
の
漂
流
民
は
、
同
年
一
二
月
に
マ
ニ
ラ
に
移
送
さ
れ
、
翌

嘉
慶
二
（
一
七
九
七
）
年
七
月
に
は
、
華
人
の
ル
ソ
ン
貿
易
船
に
同
乗
し
て
マ
ニ
ラ
を
出
航
し
、
マ
カ
オ
を
経
由
し
て
、
翌
嘉
慶
三
年
五
月

に
広
州
に
到
着
し
、
七
月
に
浙
江
の
乍
浦
に
移
送
さ
れ
た
。
同
年
一
一
月
、
漂
流
民
た
ち
は
午
四
番
南
京
船
と
午
八
番
蘇
州
船
に
分
乗
し
、

い
ず
れ
も
一
二
月
に
長
崎
に
帰
着
し
た （
35
）。

午
四
番
南
京
船
は
民
間
商
船
で
あ
り （
36
）、
午
八
番
蘇
州
船
は
官
局
の
派
遣
船
だ
と
思
わ
れ
る （
37
）。
上
記
の
官
局
と
民
局
と
は
、
日
本
銅
輸

入
の
た
め
に
蘇
州
に
設
置
さ
れ
た
銅
局
で
あ
る （
38
）。
一
八
世
紀
後
半
か
ら
、
官
民
両
局
が
対
日
銅
貿
易
を
独
占
し
て
い
た
。
官
局
で
は
政
府

と
資
金
関
係
を
も
つ
官
商
が
対
日
貿
易
に
従
事
し
、
民
局
で
は
官
許
の
額
商
が
、
民
間
商
人
に
よ
る
対
日
貿
易
を
総
括
し
て
い
た
両
局
に
は

そ
れ
ぞ
れ
商
人
集
団
を
管
理
す
る
総
商
が
任
命
さ
れ
て
い
た （
39
）。

徳
永
丸
の
漂
流
記
「
青
森
港
儀
兵
衛
漂
流
始
末
口
書
」
で
は
、
午
四
番
と
午
八
番
船
の
武
器
装
備
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

一　

…
…
尤
右
船
い
つ
れ
も
、
石
火
矢
一
挺
、
大
筒
六
挺
、
鉄
砲
五
十
梃
、
小
筒
百
梃
、
鑓
百
本
ほ
と
、
船
の
左
右
え
建
、
鎘
二
、
三

十
挺
、
礫
石
多
く
船
中
え
入
置
申
候
、
尚
又
出
帆
之
節
、
船
の
表
え
艫
ま
て
四
尺
位
、
竹
に
て
埒
を
結
、
右
え
漁
師
の
太
網
幾
重
も
張
、

其
上
え
布
団
を
掛
囲
、
所
々
え
矢
間
明
け
置
申
候
、

一　

同
廿
八
日
、
沖
に
て
八
艘
の
内
七
艘
は
見
へ
不
申
候
、
私
乗
候
船
え
海
賊
船
近
寄
候
所
、
右
船
と
二
間
程
も
隔
候
節
、
私
乗
船
よ
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り
大
筒
二
梃
、
鉄
砲
二
梃
打
掛
申
候
所
、
賊
船
之
者
と
も
船
底
え
隠
、
風
下
え
逃
行
申
候
、
右
賊
船
は
百
廿
石
位
と
相
見
へ
、
人
数
六
、

七
十
人
乗
候
様
子
に
御
座
候
、
夫
よ
り
風
悪
敷
相
成
、
右
之
所
え
船
を
繋
申
候
処
、
其
夜
又
々
賊
船
一
艘
近
寄
申
候
所
、
私
と
も
船
挑

灯
を
数
多
燈
し
、
大
筒
一
梃
打
申
候
所
、
賊
船
逃
去
申
候
、

一　

十
二
月
朔
月
よ
り
日
和
能
乗
出
申
候
、
頓
て
日
本
の
地
近
く
相
成
候
て
、
船
の
囲
取
払
、
鉄
砲
の
焔
硝
焼
払
、
大
筒
・
鑓
の
類
不

残
取
納
申
候
、
右
の
舟
囲
並
鉄
砲
の
類
は
、
海
賊
の
備
之
由
に
御
座
候 （
40
）、

す
な
わ
ち
午
四
番
船
と
午
八
番
船
に
は
「
石
火
矢
一
挺
、
大
筒
六
挺
、
鉄
砲
五
十
挺
、
小
筒
百
挺
」
な
ど
の
火
器
が
搭
載
さ
れ
、
甲
板
上

に
は
竹
と
太
網
で
、
防
御
用
の
垣
を
設
け
て
い
た
。
両
船
が
乍
浦
を
出
帆
後
、
海
賊
船
は
儀
兵
衞
が
同
乗
し
た
唐
船
を
襲
撃
し
た
。
唐
船
は

大
筒
と
鉄
砲
な
ど
で
反
撃
し
、
海
賊
船
を
撃
退
し
た
。
海
賊
船
は
一
二
〇
石
程
で
、
海
賊
六
、
七
〇
人
ほ
ど
が
乗
っ
て
い
た
。
そ
の
夜
に
も

海
賊
船
一
隻
が
襲
来
し
た
が
、
唐
船
は
大
筒
を
打
っ
て
撃
退
し
た
。
そ
の
後
、
唐
船
が
長
崎
に
近
づ
く
と
、
防
御
用
の
垣
を
撤
去
し
、
硝
石

を
焼
払
い
、
大
砲
や
鑓
な
ど
の
武
器
も
収
納
し
た
。
こ
れ
ら
は
長
崎
入
港
に
際
し
て
日
本
側
の
嫌
疑
を
招
か
な
い
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た （
41
）。

午
四
番
船
と
午
八
番
船
は
い
ず
れ
も
銅
局
の
派
遣
船
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
海
賊
対
策
の
た
め
に
相
当
数
の
火
器
を
装
備
し
て
い
た
。

そ
の
な
か
に
は
「
石
火
矢
」（
前
装
砲
）
の
ほ
か
、「
大
筒
」・「
鉄
砲
」・「
小
筒
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
江
戸
時
代
に
は
通
常
の
小
銃
に
対
し
、

長
銃
長
で
大
口
径
の
鉄
砲
を
「
大
鉄
砲
」
と
称
し
、
各
種
の
鉄
砲
を
銃
長
・
口
径
に
応
じ
て
、「
大
鉄
砲
・
大
筒
・
中
筒
・
小
筒
・
長
筒
」
な

ど
と
称
し
て
い
た （
42
）。
一
方
、
一
貫
目
玉
以
上
の
大
砲
を
「
石
火
矢
」、
一
貫
目
玉
以
下
一
〇
〇
目
玉
以
上
の
大
銃
を
「
大
筒
」
と
称
す
る

こ
と
も
あ
っ
た （
43
）。
儀
兵
衞
は
唐
船
搭
載
の
火
器
に
つ
い
て
正
確
な
知
識
は
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
彼
が
伝
え
る
火
器
の
呼
称
も

多
分
に
あ
い
ま
い
で
あ
る
が
、
午
四
番
船
・
午
八
番
船
が
搭
載
し
た
「
大
筒
」
六
挺
は
、
そ
の
数
か
ら
見
て
火
砲
（
仏
狼
機
砲
か
）
で
あ
ろ

う
。
ま
た
「
鉄
砲
」
は
、
通
常
の
火
縄
銃
だ
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、「
小
筒
」
は
小
型
の
火
縄
銃
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
清
代
中

期
に
清
朝
水
師
の
主
力
戦
船
で
あ
っ
た
趕
繒
船
に
は
、
火
縄
銃
の
ほ
か
に
、
大
熕
砲
二
門
・
斗
熕
砲
一
門
・
仏
狼
機
砲
十
門
・
噴
筒 （
44
）
五
十

個
を
搭
載
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た （
45
）。「
噴
筒
」
と
は
火
炎
や
毒
物
な
ど
を
噴
射
す
る
、
全
長
一
尺
～
三
尺
の
筒
状
火
器
で
あ
り
、「
小

筒
」
は
こ
の
「
噴
筒
」
を
指
す
可
能
性
も
あ
る

東
洋
史
論
集
四
九

－64－



四
　
漂
着
記
録
に
見
る
唐
船
の
火
器
装
備
―
一
八
〇
〇
年
遠
江
漂
着
の
寧
波
船
―

日
本
に
漂
着
し
た
唐
船
の
証
言
記
録
の
な
か
に
も
、
火
器
装
備
に
関
す
る
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
。
寛
政
一
二
（
嘉
慶
六
・
一
八
〇
〇
）

年
、
寧
波
商
船
万
勝
号
は
乍
浦
を
出
帆
し
、
長
崎
へ
向
か
う
途
中
で
漂
流
し
、
遠
江
に
漂
着
し
た
。
そ
の
船
頭
の
一
人
劉
然
乙
は
、
一
七
九

八
年
に
徳
永
丸
漂
流
民
を
長
崎
に
送
還
し
た
蘇
州
官
局
の
派
遣
船
（
午
八
番
）
の
船
頭
で
も
あ
っ
た
。
も
う
一
人
の
船
頭
汪
晴
川
と
の
筆
談

記
録
「
寧
波
舩
筆
語
」
に
よ
れ
ば
、
万
勝
号
も
官
局
の
派
遣
船
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る （
46
）。

万
勝
号
の
救
助
と
調
査
に
当
た
っ
た
掛
川
藩
・
横
須
賀
藩
が
幕
府
に
提
出
し
た
報
告
書
に
は
、
万
勝
号
の
武
器
装
備
を
記
録
し
た
「
船
中

武
器
之
覚
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
万
勝
号
に
は
「
火
砲
一
門
」
と
「
丹
砲
六
門
、
内
小
砲
三
十
門
」
を
搭
載
し
、
砲
身
に
は

「
求
慶
局
、
慶
字
弟
号
」
と
い
う
銘
文
が
刻
印
さ
れ
て
い
た
と
い
う （
47
）。
一
方
、
横
須
賀
の
町
人
が
記
録
し
た
「
寧
波
舩
漂
着
始
末
日
記
」
所

収
の
石
火
矢
の
絵
図
で
は
、
砲
身
の
銘
文
は
「
永
慶
局
、
慶
字
弟
二
号
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る （
48
）。
永
慶
局
は
日
本
銅
調
達
の
た
め
に
蘇
州

に
設
置
さ
れ
た
官
局
で
あ
る （
49
）。
前
述
の
よ
う
に
、
商
船
に
搭
載
す
る
火
砲
を
製
造
す
る
際
に
は
、
地
方
官
が
交
付
し
印
票
を
軍
器
局
に
持

参
し
て
火
砲
製
造
を
依
頼
し
、
製
造
年
日
と
所
有
者
の
姓
名
・
出
身
地
を
砲
身
に
明
記
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。
万
勝
号
の
火
砲
に
は
製
造
年

日
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
所
有
者
の
「
永
慶
局
」
と
、
登
記
番
号
の
「
慶
字
弟
二
号
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
火
砲
は
、

軍
器
局
が
官
局
「
永
慶
局
」
の
た
め
に
鋳
造
し
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ま
た
「
寧
波
舩
漂
着
始
末
日
記
」
に
よ
れ
ば
、
万
勝
号
の
商
人
た
ち
は
流
失
し
た
火
砲
の
重
要
性
を
訴
え
、
そ
の
捜
索
を
懇
願
し
て
い

る （
50
）。
中
国
商
船
に
と
っ
て
、
火
砲
は
海
賊
対
策
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
出
港
時
に
は
臨
検
を
受
け
て
火
砲
の
数
量
を
船
照
に
明
記
し
、

帰
港
時
も
海
関
の
臨
検
を
受
け
る
必
要
が
あ
り （
51
）、
火
砲
の
遺
失
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
な
お
万
勝
号
の
「
丹
砲
六
門
」
に
は
、

小
砲
三
十
門
」
が
附
属
し
て
お
り
、
こ
の
「
丹
砲
」
は
仏
郎
機
砲
、「
小
砲
」
は
そ
の
子
砲
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
狼
機
砲
と
は
、
砲
身

後
部
に
弾
丸
と
火
薬
を
入
れ
た
子
砲
を
順
番
に
装
填
し
て
発
射
す
る
火
砲
で
あ
り
、
一
六
世
紀
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
伝
播
し
、
清
代
に
も
多
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く
の
軍
船
・
商
船
が
装
備
し
て
い
た （
52
）。
上
述
の
よ
う
に
、
万
勝
号
の
船
頭
の
一
人
劉
然
乙
は
、
同
じ
く
蘇
州
の
官
局
船
で
あ
っ
た
一
七
九

八
年
の
午
八
番
船
の
船
頭
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
船
の
火
器
装
備
も
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
午
八
番
船
が
搭
載
し
て
い
た
「
石

火
矢
一
挺
」
と
「
大
筒
六
挺
」
は
、
万
勝
号
の
「
火
砲
一
門
」
と
「
丹
砲
六
門
」
に
当
た
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
午
八
番
船
の
「
大

筒
」
も
仏
狼
機
砲
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
ま
ず
清
朝
に
よ
る
商
船
の
武
器
装
備
規
制
の
変
遷
を
概
観
し
、
つ
い
で
異
国
漂
流
記
や
唐
船
漂
着
記
な
ど
の
日
本
史
料

に
よ
り
、
来
日
唐
船
の
武
器
装
備
の
実
態
を
検
討
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
来
日
唐
船
は
刀
槍
類
の
ほ
か
、「
槍
鉄
砲
」・「
土
鍋
火
矢
」・「
石

火
矢
」・「
大
筒
」・「
鉄
砲
」・「
小
筒
」・「
丹
砲
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
各
種
火
器
を
装
備
し
て
い
た
。「
鑓
鉄
砲
」
と
は
鎗
の
先
に
噴
火
筒
を
つ

け
た
梨
花
槍
の
類
、「
土
鍋
火
矢
」
は
投
擲
式
の
火
罐
の
類
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
石
火
矢
」・「
鉄
砲
」・「
丹
砲
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
後
装

砲
・
火
縄
銃
・
仏
郎
機
砲
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
乾
隆
五
八
（
一
七
九
三
）
年
の
銅
局
船
が
装
備
し
て
い
た
「
大
筒
」・「
小
筒
」
は
、
仏
狼

機
砲
と
噴
筒
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
康
煕
四
二
（
一
七
〇
三
）
年
に
は
商
船
の
火
器
装
備
は
「
砲
火
二
門
、
鳥
銃
八
桿
、
火
薬
三
〇
斤
」
を
定
め

ら
れ
た
。
一
方
、
康
煕
五
一
（
一
七
一
二
）
年
に
相
馬
船
漂
流
民
を
送
還
し
た
広
東
船
は
、「
石
火
矢
」（
火
砲
）
二
門
を
搭
載
し
て
い
る
の

は
、
こ
の
規
定
と
一
致
す
る
。
そ
の
後
、
一
七
一
九
～
二
七
（
康
煕
五
八
～
雍
正
五
）
年
に
は
、
南
洋
海
禁
に
と
も
な
い
商
船
の
火
器
搭
載

が
完
全
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
雍
正
元
（
享
保
八
・
一
七
二
三
）
年
に
普
陀
山
か
ら
長
崎
に
向
か
っ
た
台
湾
船
は
、
暴
風
を
避
け
て

天
草
諸
島
に
着
岸
し
た
際
に
、「
為
案
内
石
火
矢
を
打
申
候
」
と
、
石
火
矢
（
火
砲
）
を
撃
っ
て
現
地
の
人
々
に
自
船
の
着
岸
を
知
ら
せ
た
と

い
う （
53
）。
南
洋
海
禁
に
よ
り
商
船
の
火
器
装
備
が
禁
じ
ら
れ
た
時
期
に
も
、
実
際
に
は
対
日
唐
船
は
火
砲
を
搭
載
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
。
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雍
正
六
（
一
七
二
八
）
年
に
は
南
洋
海
禁
の
解
除
に
よ
り
、
商
船
に
は
鳥
銃
八
桿
、
火
薬
二
〇
斤
以
内
の
火
器
装
備
が
認
め
ら
れ
、
二
年

後
に
は
大
砲
二
門
の
搭
載
も
許
可
さ
れ
た
。
劉
序
楓
に
よ
れ
ば
、
嘉
慶
六
（
一
八
〇
一
）
年
に
琉
球
に
漂
着
し
た
泉
州
商
船
は
、「
大
鉄
砲
二

門
、
中
鉄
砲
一
門
、
鳥
銃
六
」
を
搭
載
し
て
お
り
、
お
お
む
ね
雍
正
六
年
の
規
定
に
沿
っ
て
い
る （
54
）。
た
だ
し
嘉
慶
年
間
に
把
梀
（
ス
マ
ト

ラ
島
西
岸
の
パ
ダ
ン
）
に
向
か
っ
た
広
州
船
雍
正
六
年
の
規
定
は
、「
鳥
銃
十
枝
、
挑
刀
三
十
板
、
火
薬
五
百
斤
、
彈
子
三
百
粒
」
を
搭
載
し

て
お
り
、
火
砲
の
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
鳥
銃
・
火
薬
の
数
量
は
雍
正
六
年
規
定
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。
ま
た
本
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
、

嘉
慶
三
（
一
七
九
八
）
年
の
南
京
・
蘇
州
の
銅
局
船
は
、
い
ず
れ
も
「
石
火
矢
一
挺
、
大
筒
六
挺
、
鉄
砲
五
十
挺
、
小
筒
百
挺
」
を
、
嘉
慶

五
（
一
八
〇
〇
）
年
に
遠
州
に
漂
着
し
た
万
勝
号
は
、「
火
砲
」
一
門
と
「
丹
砲
」（
仏
郎
機
砲
）
六
門
を
搭
載
し
て
お
り
、
鉄
砲
や
仏
狼
機

砲
の
数
は
雍
正
六
年
規
定
を
大
き
く
超
え
て
い
る
。
一
八
世
紀
初
期
か
ら
、
東
南
沿
海
諸
港
を
出
航
す
る
商
船
に
対
す
る
武
器
臨
検
は
必
ず

し
も
厳
格
に
は
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り （
55
）、
東
南
沿
海
部
で
海
賊
活
動
が
大
規
模
化
し
て
い
た
一
八
世
紀
末
に
な
る
と
、
来

日
唐
船
は
清
朝
の
規
制
を
超
え
た
火
砲
を
装
備
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

註
（
1
） 

岸
本
美
緒
『
東
ア
ジ
ア
の
近
世
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
六
四
～
六
五
頁
。

（
2
） 

谷
口
規
矩
雄
「
清
代
中
期
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
」（『
河
合
文
化
教
育
研
究
所
研
究
論
集
』
一
四
集
、
二
〇
一
九
年
）
八
三
～
九

二
頁
。
周
維
強
『
仏
郎
機
銃
在
中
国
』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）。

（
3
） 

王
兆
春
『
中
国
火
器
史
』（
軍
事
科
学
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）。
劉
旭
『
中
国
古
代
火
薬
火
器
史
』（
大
象
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）。
邱
捷
「
清
朝
前
中

期
的
民
間
火
器
」（『
社
会
科
学
研
究
』
二
○
一
二
年
二
期
）
一
六
四
～
一
七
二
頁
。

（
4
） 

谷
口
規
矩
雄
「
清
代
中
期
、
民
間
に
於
け
る
火
薬
・
火
器
の
私
造
、
私
販
に
つ
い
て
」（『
愛
大
史
学
』
二
八
号
、
二
〇
一
九
年
）
一
～
三
九
頁
。

（
5
） 

李
其
霖
『
見
風
転
舵
―
清
代
前
期
沿
海
的
水
師
与
戦
船
』（
五
南
図
書
出
版
、
二
〇
一
四
年
）。
譚
玉
華
『
嶺
海
帆
影
―
多
元
視
角
下
的
明
清
広
船
研
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究
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）。

（
6
） 
劉
序
楓
「
清
政
府
対
出
洋
船
隻
的
管
理
政
策
（
一
六
八
四
～
一
八
四
二
）」（『
中
国
海
洋
発
展
史
論
文
集
』
九
輯
、
二
〇
○
五
年
）
三
三
一
～
三
七
六
頁
。

（
7
） 
劉
鳳
雲
「
清
朝
康
熙
的
禁
海
、
開
海
与
禁
止
南
洋
貿
易
」（『
故
宮
博
物
院
八
〇
年
華
誕
暨
国
際
清
史
研
討
会
論
文
集
』
紫
禁
城
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）

五
六
～
七
〇
頁
。

（
8
） 

王
華
鋒
『
一
八
世
紀
福
建
海
盗
研
究
』（
社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）、
王
宏
斌
『
清
代
前
期
海
防
―
思
想
与
制
度
』（
社
会
科
学
文
献
出

版
社
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
9
） 

劉
序
楓
前
掲
「
清
政
府
対
出
洋
船
隻
的
管
理
政
策
（
一
六
八
四
～
一
八
四
二
）」
三
六
〇
～
三
六
一
頁
。

（
10
） 

劉
鳳
雲
前
掲
「
清
朝
康
熙
的
禁
海
、
開
海
与
禁
止
南
洋
貿
易
」、
劉
序
楓
前
掲
「
清
政
府
対
出
洋
船
隻
的
管
理
政
策
（
一
六
八
四
～
一
八
四
二
）」。
劉
鳳

雲
は
主
に
展
海
令
か
ら
南
洋
海
禁
令
に
至
る
期
間
の
、
劉
序
楓
は
南
洋
海
禁
令
以
降
の
火
器
規
制
の
動
向
を
論
じ
て
い
る
。

（
11
） 

劉
鳳
雲
前
掲
「
清
朝
康
熙
的
禁
海
、
開
海
与
禁
止
南
洋
貿
易
」
六
一
～
六
二
頁
。

（
12
） 

劉
鳳
雲
前
掲
「
清
朝
康
熙
的
禁
海
、
開
海
与
禁
止
南
洋
貿
易
」
六
三
頁
。

（
13
） 

（
雍
正
）『
大
清
会
典
』
巻
二
三
九
、
兵
部
二
九
、
海
禁
。

（
14
） 

（
光
緒
）『
順
天
府
志
』
卷
一
○
一
、
人
物
志
一
一
、
王
文
雄
。

（
15
） 

劉
鳳
雲
前
掲
「
清
朝
康
熙
的
禁
海
、
開
海
与
禁
止
南
洋
貿
易
」
六
五
頁
。

（
16
） 

劉
序
楓
前
掲
「
清
政
府
対
出
洋
船
隻
的
管
理
政
策
（
一
六
八
四
～
一
八
四
二
）」
三
六
〇
頁
。

（
17
） 

劉
序
楓
前
掲
「
清
政
府
対
出
洋
船
隻
的
管
理
政
策
（
一
六
八
四
～
一
八
四
二
）」
三
六
〇
～
三
六
一
頁
。

（
18
） 

劉
序
楓
前
掲
「
清
政
府
対
出
洋
船
隻
的
管
理
政
策
（
一
六
八
四
～
一
八
四
二
）」
三
六
〇
頁
。

（
19
） 

高
知
城
博
物
館
山
内
文
庫
蔵
、
著
者
不
明
「
広
東
漂
流
記
」
二
〇
頁
。

（
20
） 

笹
間
良
彦
『
武
家
戦
陣
資
料
事
典
』（
第
一
書
房
、
一
九
九
二
年
）
三
一
二
頁
。

（
21
） 

王
子
林
「
抬
砲·

抬
槍
―
清
末
火
器
的
最
後
一
搏
」（『
紫
禁
城
』
一
九
九
六
年
一
期
）。

（
22
） 

鄭
若
曾
『
籌
海
図
編
』
巻
一
三
下
、
経
略
六
、
兵
器
、「
梨
花
槍
図
説
」、「
梨
花
槍
者
、
以
梨
花
一
筒
、
繋
於
長
槍
之
首
、
臨
敵
時
用
之
、
一
発
可
遠
去

東
洋
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集
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九
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数
丈
、
人
着
其
薬
即
死
。
火
盡
、
槍
仍
可
以
刺
賊
、
乃
軍
前
第
一
火
具
也
」。

（
23
） 
『
皇
朝
礼
器
図
式
』
巻
一
五
、
武
備
三
、
武
具
二
、「
緑
営
梨
花
槍
」、「
本
朝
定
制
緑
営
梨
花
槍
、
通
長
七
尺
三
寸
、
錬
鉄
為
双
刃
、
相
並
各
長
五
寸
。
旁

為
横
刃
二
、
各
径
六
寸
。
下
施
竹
筩
長
二
尺
六
寸
、
彩
絵
花
文
束
鉄
三
道
、
中
蔵
狼
煙
。
柄
長
三
尺
八
寸
、
圍
四
寸
、
木
質
髤
朱
。
鉄
鐏
長
四
寸
」。

（
24
） 

邢
万
里
「
一
八
世
紀
初
期
、
中
国
東
南
沿
海
の
海
賊
活
動
―
『
華
夷
変
態
』
所
見
の
潮
州
海
賊
を
中
心
に
」（『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
四
八
号
、
二

〇
二
一
年
）
二
九
～
四
三
頁
。

（
25
） 

こ
の
漂
流
事
件
に
つ
い
て
は
、
吉
浦
盛
純
「
比
律
賓
に
漂
着
せ
る
日
本
人
に
関
す
る
二
文
書
」（『
史
学
』
一
五
巻
四
号
、
一
九
三
七
年
）
七
五
～
八
四

頁
、「
比
律
賓
に
漂
着
せ
る
日
本
人
に
関
す
る
二
文
書
補
遺
」（『
史
学
』
一
六
巻
三
号
、
一
九
三
七
年
）
一
三
一
～
一
三
三
頁
、
岡
龍
三
「
有
馬
侯
熱
海
湯

治
と
岡
野
三
左
衛
門
漂
流
一
件
」（『
久
留
米
郷
土
研
究
会
誌
』
二
四
号
、
一
九
九
六
年
）
一
～
一
四
頁
、
岩
生
成
一
『
南
洋
日
本
町
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、

一
九
六
五
年
）
を
参
照
。

（
26
） 

岡
野
三
左
衛
門
「
広
東
へ
漂
流
覚
書
」（
荒
川
秀
俊
編
『
近
世
漂
流
記
集
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
六
九
年
）
三
一
頁
。

（
27
） 

林
春
勝
・
林
信
篤
編
『
華
夷
変
態
』（
東
方
書
店
、
一
九
八
一
年
）
巻
一
〇
「
拾
番
厦
門
船
之
唐
人
共
申
口
」（
貞
享
二
年
四
月
三
日
）
四
六
四
頁
。

（
28
） 

沙
埕
は
福
建
沿
海
部
の
最
北
端
に
あ
っ
て
北
は
浙
江
省
の
蒲
門
所
と
接
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
浙
江
商
人
が
こ
の
地
に
参
集
す
る
有
力
な
交
易
地
で
あ
っ

た
。
松
浦
章
「
清
代
帆
船
福
建
沿
海
の
航
運
業
の
展
開
」（『
清
代
帆
船
沿
海
航
運
史
の
研
究
』
関
西
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
五
七
三
頁
。

（
29
） 

李
其
霖
前
掲
『
見
風
転
舵
』
四
三
八
～
四
三
九
頁
。

（
30
） 

譚
玉
華
前
掲
『
嶺
海
帆
影
』
二
二
七
頁
。

（
31
） 

「
広
東
へ
漂
流
覚
書
」
に
は
「
当
年
ハ
広
東
甚
敷
飢
饉
に
て
、
米
も
百
斤
ニ
付
弐
拾
四
五
匁
も
仕
候
。
夫
故
、
餓
死
仕
候
も
の
も
多
御
座
候
由
承
候
」
と

あ
り
、
同
年
の
広
東
に
お
け
る
飢
饉
に
つ
い
て
記
す
（「
荒
川
前
掲
『
近
世
漂
流
記
集
』
二
九
頁
）。
ま
た
同
年
五
月
七
日
に
は
、
康
熙
帝
が
広
東
巡
撫
満
丕

が
米
価
上
昇
と
海
賊
出
現
を
報
告
し
た
奏
摺
に
対
し
て
、「
米
価
上
漲
、
百
姓
受
飢
為
盗
之
処
、
如
何
能
禁
。
此
俱
係
凡
事
不
預
所
致
也
」
と
い
う
朱
批
を

下
し
て
い
る
。「
広
東
巡
撫
満
丕
奏
米
価
上
漲
縁
由
摺
（
康
熙
五
二
年
四
月
二
六
日
）」（
中
国
第
一
歴
史
档
案
館
編
訳
『
康
熙
朝
満
文
朱
批
奏
摺
全
訳
』
中

国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
八
四
九
頁
。

（
32
） 

「
杭
州
織
造
孫
文
成
奏
報
兵
船
遇
賊
船
交
戦
情
形
摺
（
康
熙
五
一
年
七
月
一
六
日
）」、「
杭
州
織
造
孫
文
成
奏
報
兵
船
遇
賊
船
交
戦
情
形
摺
（
康
熙
五
二
年
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七
月
一
一
日
）」（
前
掲
『
康
熙
朝
満
文
朱
批
奏
摺
全
訳
』
八
〇
七
、
八
九
一
頁
）。

（
33
） 
『
華
夷
変
態
』「
十
一
番
南
京
船
之
唐
人
共
申
口
」（
宝
永
七
年
五
月
一
一
日
）
二
六
五
二
頁
。「
近
年
は
南
京
浙
江
表
に
賊
船
夥
敷
有
之
、
御
当
地
渡
海
之

商
船
を
目
懸
け
申
候
に
付
、
上
海
を
司
り
候
官
所
ゟ
、
番
船
を
以
賊
船
を
防
御
有
之
候
得
共
、
湊
外
に
徘
徊
仕
、
去
冬
御
当
地
ゟ
帰
唐
仕
候
四
拾
四
番
南
京

船
、
四
拾
六
番
寧
波
船
弐
艘
、
海
賊
共
に
荷
物
を
悉
く
被
奪
取
、
漸
船
人
斗
遁
帰
申
候
。
依
之
商
人
共
怖
れ
申
候
に
付
、
各
申
合
守
禦
之
番
船
出
申
候
節
を

考
、
此
度
一
同
に
湊
口
乗
出
し
申
候
」。

（
34
） 

『
華
夷
変
態
』「
貳
番
台
湾
船
之
唐
人
共
申
口
」（
正
徳
元
年
五
月
一
五
日
）
二
六
八
三
頁
。「
扨
亦
去
年
御
当
地
ゟ
帰
帆
之
拾
五
番
船
、
寧
波
之
外
海
に
而

賊
船
に
逢
、
荷
物
悉
く
被
奪
取
候
得
共
、
船
人
は
無
異
儀
遁
れ
帰
申
候
」。

（
35
） 

儀
兵
衞
「
青
森
港
儀
兵
衞
漂
流
始
末
口
書
」、
編
者
不
明
『
唐
土
漂
流
記
』（
加
藤
貴
校
訂
『
漂
流
奇
談
集
成
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
〇
年
）
二
七
五
～

二
九
九
頁
。
こ
の
漂
流
記
は
、
長
崎
奉
行
所
で
の
取
調
記
録
「
寛
政
十
一
年
未
九
月
長
崎
に
て
御
穿
儀
口
上
書
写
」
と
、
儀
兵
衛
の
口
書
「
青
森
港
儀
兵
衛

漂
流
始
末
口
書
」
か
ら
り
、
後
者
に
唐
船
の
武
器
装
備
に
関
す
る
記
録
が
あ
る
。
ま
た
小
原
巴
山
著
、
森
永
種
夫
校
訂
『
続
長
崎
実
録
大
成
』（
長
崎
文
献

社
、
一
九
七
四
年
）
二
六
七
～
二
六
八
頁
も
参
照
。

（
36
） 

午
四
番
船
の
船
頭
朱
鑑
池
と
程
赤
城
は
、
蘇
州
の
「
民
局
」
に
属
す
る
「
十
二
家
船
主
」
に
属
し
て
い
た
。
郭
秀
梅
「
清
医
胡
兆
新
の
来
日
記
録
と
業
績

―
長
崎
に
お
け
る
一
八
〇
三
～
一
八
〇
五
年
の
活
動
（
一
）
―
」（『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
七
巻
一
号
、
二
〇
〇
一
年
）
一
〇
〇
頁
参
照
。

（
37
） 

次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
午
八
番
船
の
船
頭
劉
然
乙
は
二
年
後
に
も
官
局
の
派
遣
船
万
勝
号
の
船
頭
と
し
て
来
航
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
午
八
番
船
も
官

局
の
派
遣
船
だ
と
思
わ
れ
る
。

（
38
） 

劉
序
楓
「
清
代
乍
浦
港
与
中
日
貿
易
」（『
中
国
海
洋
発
展
史
論
文
集
』
五
輯
、
中
央
研
究
院
中
山
人
文
社
会
科
学
研
究
所
）
二
〇
八
～
二
〇
九
頁
。

（
39
） 

彭
浩
『
近
世
日
清
通
商
関
係
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
）
二
〇
三
頁
。

（
40
） 

前
掲
「
青
森
港
儀
兵
衛
漂
流
始
末
口
書
」
二
九
六
～
二
九
七
頁
。

（
41
） 

長
崎
来
航
の
唐
船
は
、
入
港
後
に
、
船
上
の
武
器
を
船
蔵
に
移
送
し
、
出
港
当
日
に
船
蔵
か
ら
武
器
を
漕
船
で
商
船
に
搬
送
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

た
。
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
『
分
類
雑
載
』
巻
四
、
一
三
六
頁
、
一
五
五
頁
。

（
42
） 

宇
田
川
武
久
『
江
戸
の
砲
術
』（
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
一
頁
。
ま
た
幕
府
の
国
友
鍛
冶
へ
の
定
例
注
文
で
は
、「
小
筒
」
の
定
式
を
三
匁
五
分
玉

東
洋
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論
集
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九
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と
し
て
い
る
（
洞
富
雄
『
種
子
島
銃
―
伝
来
と
そ
の
影
響
』
淡
路
書
房
、
一
九
五
八
年
、
三
七
六
頁
）。

（
43
） 
洞
富
雄
『
鉄
砲
―
伝
来
と
そ
の
影
響
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
）
二
三
〇
頁
。

（
44
） 
王
兆
春
前
掲
『
中
国
火
器
史
』
一
七
二
頁
。

（
45
） 

大
熕
砲
は
重
量
三
・
四
百
斤
の
火
砲
で
、
斗
熕
砲
は
重
量
二
・
三
百
斤
の
火
砲
で
あ
る
。
李
其
霖
前
掲
『
見
風
転
舵
』
四
二
四
、
四
三
六
頁
。

（
46
） 

「
寧
波
舩
筆
語
」（
薮
田
貫
編
『
寛
政
十
二
年
遠
州
漂
着
唐
船
万
勝
号
資
料
』
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
九
七
年
）
一
六
六
～
一
六
七
頁
。

（
47
） 

「
船
中
武
器
之
覚
」（
前
掲
『
寛
政
十
二
年
遠
州
漂
着
唐
船
万
勝
号
資
料
』）
一
六
六
～
一
六
七
頁
。

（
48
） 

「
寧
波
舩
漂
着
始
末
日
記
」（『
寛
政
十
二
年
遠
州
漂
着
唐
船
万
勝
号
資
料
』）
一
〇
頁
。

（
49
） 

求
実
斎
主
人
輯
『
皇
朝
経
世
文
編
五
集
』
巻
一
九
、「
製
造
局
開
鋳
制
銭
論
」、「
設
立
銅
局
二
処
、
一
為
永
慶
局
、
係
官
督
而
商
辦
。
一
為
嘉
恵
局
係
民

間
集
資
自
辦
」。
劉
序
楓
前
掲
「
清
代
的
乍
浦
港
与
中
日
貿
易
」
二
〇
七
～
二
〇
八
頁
参
照
。

（
50
） 

「
寧
波
船
漂
着
始
末
日
記
」（『
寛
政
十
二
年
遠
州
漂
着
唐
船
万
勝
号
資
料
』）
一
〇
～
一
一
頁
、「
右
之
石
火
矢
流
失
い
た
し
候
て
ハ
、
大
切
の
道
具
ニ
付

船
主
難
渋
之
趣
に
て
、
何
卒
取
揚
け
度
願
ニ
付
、
御
上
様
よ
り
も
夥
敷
人
夫
を
か
け
海
中
悉
く
御
穿
鑿
被
成
候
得
共
、
滞
留
の
内
ハ
相
見
へ
不
申
、
出
帆
後

五
月
の
頃
磯
際
よ
り
出
候
ゆ
へ
、
其
後
便
船
に
て
長
崎
迄
送
リ
被
遣
候
」。

（
51
） 

劉
序
楓
前
掲
「
清
政
府
対
出
洋
船
隻
的
管
理
政
策
（
一
六
八
四
～
一
八
四
二
）」
三
六
〇
頁
。

（
52
） 

周
維
強
前
掲
『
仏
郎
機
銃
在
中
国
』
一
二
頁
。

（
53
） 

『
華
夷
変
態
』
巻
三
七
「
貳
拾
四
番
台
湾
船
之
唐
人
共
申
口
」（
享
保
八
年
一
二
月
九
日
）
二
九
八
五
頁
。
海
難
に
あ
っ
た
唐
船
が
救
援
信
号
と
し
て
石
火

矢
を
放
つ
の
は
一
般
的
な
慣
行
で
あ
っ
た
。
黒
木
国
泰
「
延
岡
内
藤
藩
の
幕
府
領
細
嶋
漂
着
唐
船
対
処
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
」
上
・
下
（『
宮
崎
女
子
短

期
大
学
紀
要
』
二
七
・
二
八
号
、
二
〇
〇
〇
・
二
〇
〇
一
年
）。
彭
浩
前
掲
『
近
世
日
清
通
商
関
係
史
』
一
〇
五
頁
。

（
54
） 

劉
序
楓
前
掲
「
清
政
府
対
出
洋
船
隻
的
管
理
政
策
（
一
六
八
四
～
一
八
四
二
）」
三
六
〇
頁
。

（
55
） 

邢
万
里
前
掲
「
一
八
世
紀
初
期
、
中
国
東
南
沿
海
の
海
賊
活
動
」
一
一
頁
。

－71－

清
代
中
期
に
お
け
る
来
日
唐
船
の
火
器
装
備
（
邢
）


